
は
じ
め
に 

北
海
道
で
は
、
昨
年
の
８
月
17

日
～
23
日
の
一
週
間
に
、
昭
和
26

年
の
統
計
開
始
以
降
初
め
て
３
個

の
台
風
（
台
風
第
７
号
、
11
号
、

９
号
）
が
連
続
し
て
上
陸
し
、
道

内
の
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨

と
な
り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

８
月
の
月
降
水
量
は
昭
和
56
年
８

月
の
「
56
災
害
」
の
月
降
水
量
に

匹
敵
す
る
５
０
０

mm

以
上
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
大
雨
に
よ
る
道
内
の
林
地

荒
廃
等
の
被
害
は
２
４
２
箇
所
に

上
り
、
そ
の
う
ち
、
国
有
林
は
１
３

４
箇
所
、
被
害
額
で
は
約
１
２
０
億

円
と
な
り
、
過
去
三
ヶ
年
平
均
の

約
10
倍
と
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

被
災
か
ら
一
年
余
り
を
経
過
し
、

災
害
復
旧
事
業
も
進
ん
で
き
ま
し

た
。
国
有
林
に
お
け
る
被
害
状
況

か
ら
復
旧
ま
で
、
こ
の
一
年
間
を

振
り
返
り
ま
す
。

被
害
状
況
調
査
の
実
施

こ
の
台
風
等
に
よ
る
山
腹
崩
壊

（
土
砂
崩
れ
）
、
渓
岸
侵
食(

大
量

の
雨
水
、
土
砂
等
に
よ
り
川
岸
が

侵
食
さ
れ
る
現
象
）
、
林
道
の
路

体
決
壊(

大
量
の
雨
水
、
土
砂
等
に

よ
り
路
面
が
侵
食
さ
れ
る
現
象
）
、

風
倒
木
等
の
被
災
状
況
を
迅
速
に

把
握
す
る
た
め
、
北
海
道
森
林
管

理
局
、
８
森
林
管
理
（
支
）
署
及

び
北
海
道
庁
が
連
携
し
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
広
域
的
・
機
動
的

な
森
林
内
の
被
害
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
７
森
林
管
理
署
で
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
た
被
災
状
況
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
調
査
に
は
、 

①

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
は
高
度

が
高
す
ぎ
て
判
別
し
に
く
い
被
害

状
況
を
、
一
定
高
度
（
１
５
０
ｍ
）

以
下
か
ら
撮
影
す
る
こ
と
で
機
動

的
に
詳
細
な
状
況
把
握
が
可
能

②

崩
壊
地
等
の
危
険
箇
所
や

徒
歩
等
で
は
時
間
を
要
す
る
箇
所

で
効
率
的(

早
期)

か
つ
安
全
に
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

③

写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影
に
よ

り
面
的
、
立
体
的
に
被
害
状
況
の

把
握
が
可
能

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
早
期
に

復
旧
対
策
へ
着
手
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
機

動
性
や
効
率
性
等
の
利
点
を
持
つ

ド
ロ
ー
ン
を
森
林
・
林
業
の
現
場

に
お
い
て
活
用
す
る
た
め
の
実
証

を
行
い
、
実
際
の
使
用
等
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
災
害
で
は
河

川
の
増
水
に
よ
る
渓
岸
侵
食
に
伴

っ
て
大
量
の
流
木
等
が
発
生
し
、

農
地
、
道
路
等
に
堆
積
す
る
な
ど

の
被
害
が
道
内
各
地
で
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
北
見
市
常
呂

川
流
域
（
網
走
中
部
森
林
管
理
署

管
内
）
、
本
別
町
本
別
川
流
域
（
十

勝
東
部
森
林
管
理
署
管
内
）
に
お

い
て
、
林
野
庁
治
山
課
、
森
林
総

合
研
究
所
、
北
海
道
庁
と
連
携
し
、

緊
急
に
流
木
調
査
（
樹
種
、
大
き

さ
等
を
定
量
的
に
把
握
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
渓

床
内
（
渓
流
の
川
底
）
に
不
安
定

な
状
態
の
土
砂
や
流
木
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
堆
積
し
た
流
木
は
植

栽
し
た
針
葉
樹
で
は
な
く
、
根
が

つ
い
た
状
態
の
ヤ
ナ
ギ
、
ハ
ン
ノ

キ
等
の
広
葉
樹
の
割
合
が
高
か
っ

た
こ
と
、
上
流
部
の
治
山
ダ
ム
で

流
木
や
土
砂
を
一
定
程
度
捕
捉
す

る
な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
観
察
さ
れ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
な
ど
と
連
携
し
た 

流
木
対
策
の
検
討 

流
木
の
発
生
抑
制
対
策
の
取
組

に
は
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
流
域

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
流
木
被
害
の
大
き
か
っ

た
十
勝
地
域
を
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
北
海
道
庁
、
北
海
道
森
林
管
理

局
、
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
漁

連
、
北
海
道
森
連
な
ど
関
係
機
関
、

団
体
か
ら
な
る
十
勝
地
域
流
木
対

策
検
討
部
会
を
設
置
し
、
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
二
ヶ
年

弟子屈町で発生した山腹崩壊

の状況 ヘリコプター撮影

八雲町で発生した被害直後の風倒木の状況 

ドローン撮影

昨年 9月に本別町で行われた流木調査 

大樹町で施工したスリットダムが流木を捕捉した状況



で
、
流
木
防
止
対
策
の
検
討
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
北
海

道
森
林
管
理
局
で
は
、
上
流
に
お

け
る
発
生
源
対
策
と
し
て
、
下
層

植
生
の
発
達
を
促
す
間
伐
等
の
森

林
整
備
、
予
防
的
な
流
下
防
止
対

策
と
し
て
流
木
を
捕
捉
す
る
効
果

の
高
い
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
の
施
工
等

土
木
的
な
手
法
を
検
討
し
て
い
ま

す
。概

算
数
量
発
注
方
式
の
導
入 

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
台
風
直

後
の
降
雨
や
融
雪
等
に
よ
る
被
害

拡
大
や
二
次
災
害
の
防
止
が
急
務

で
あ
っ
た
こ
と
、
各
機
関
で
災
害

復
旧
工
事
の
発
注
が
相
当
短
期
間

に
集
中
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た

こ
と
等
か
ら
、
森
林
土
木
工
事
で

は
全
国
で
初
め
て
「
概
算
数
量
発

注
方
式
」
（
注
１
）
を
採
用
し
、

通
常
よ
り
も
約
5
ヶ
月
程
度
発
注

時
期
を
繰
り
上
げ
て
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
台
風
災
害
に
係
る
治
山
工

事
の
着
手
率
は
、
平
成
29
年
９
月

29
日
現
在
で
96
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
注
１
）
工
事
発
注
に
当
た
り
、
詳
細
な
設

計
図
書
に
よ
ら
な
い
概
算
数
量
で
発
注
し
、

細
部
は
施
工
中
の
設
計
変
更
に
よ
り
対
応
す

る
方
式
。 

被
災
箇
所
の
復
旧
方
針

こ
の
た
び
の
災
害
を
受
け

た
治
山
施
設
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
、
道
路
、
集
落
、
農
地

な
ど
地
域
の
生
活
に
直
接
被

害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
崩
壊

地
や
土
砂
の
流
出
の
恐
れ
が

あ
る
河
川
な
ど
を
優
先
し
て

復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

次
に
、
代
表
的
な
復
旧
工
事
箇

所
を
紹
介
し
ま
す
。

①
北
見
市
留
辺
蘂
町
富
士
見
地
区 

網
走
中
部
森
林
管
理
署
管
内
で

は
、
昨
年
の
台
風
７
号
及
び
11
号
、

そ
れ
ら
に
伴
う
前
線
の
影
響
に
よ

る
豪
雨
の
際
、
山
腹
斜
面
が
崩
落

し
土
砂
が
流
出
し
、
直
下
の
国
道

39
号
線
が
一
時
通
行
不
能
と
な
り

ま
し
た
。

山
腹
斜
面
の
崩
壊
し
た
箇
所
に

は
水
分
を
多
く
含
ん
だ
土
砂
が
堆

積
し
て
お
り
、
今
後
の
降
雨
等
に

よ
り
再
び
直
下
の
国
道
39
号
線
に

流
出
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、

災
害
復
旧
工
事
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

工
事
で
は
、
崩
壊
し
た
箇
所
の

土
砂
流
出
を
防
止
す
る
た
め
コ
ン

ク
リ
ー
ト
土
留
工
等
を
施
工
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

②
清
水
町
小
林
川
上
流 

十
勝
西
部
森
林
管
理
署
管
内
で

は
、
昨
年
の
台
風
10
号
に
よ
る
豪

雨
の
際
、
山
腹
崩
壊
や
渓
岸
侵
食

が
発
生
し
、
大
量
の
土
砂
等
が
下

方
の
市
街
地
ま
で
流
下
し
ま
し
た
。 

渓
床
内
に
は
大
量
の
不
安
定
土

砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
今
後
の
降

雨
等
に
よ
る
拡
大
崩
壊
や
不
安
定

土
砂
が
流
下
す
る
危
険
性
が
あ
っ

た
た
め
、
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

工
事
は
、
渓
床
の
勾
配
を
安
定

さ
せ
る
と
と
も
に
、
崩
壊
地
の
山

脚
（
山
す
そ
）
を
固
定
す
る
こ
と

で
、
土
砂
流
出
の
抑
止
・
調
整
を

図
る
た
め
、
治
山
ダ
ム
を
2
基
施

工
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に 

近
年
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
各

地
で
激
甚
な
災
害
が
多
発
し
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
被
害
箇
所

の
迅
速
な
復
旧
は
も
と
よ
り
、
山

地
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
止
・
軽

減
す
る
事
前
防
災
・
減
災
の
考
え

方
に
立
ち
、
治
山
施
設
の
整
備
を

推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

今年８月に足寄町で行われた流木対策の現地検討会

被災直後の国道 39号線流出した土砂撤去状況

被災直後の下流市街地の被災状況 

施工中の状況(H29.7.26 現在)

治山ダムを計画 

(赤線はコンクリート谷止 2号箇所） 

被災直後の山腹斜面の崩壊状況 

崩壊した山腹斜面に対し土留工施工中の状況 

平成 28 年度台風等災害からの各地の復旧は、北海道森林管理局ホームページをご覧下さい。 


